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東大和市学校給食計画（案）について（中間答申） 

 

 平成２１年９月２８日付大教学給発第２９号により、東大和市教育委員会から

標記の件について諮問がありました。東大和市学校給食センター運営委員会は、

専門部会を設置し、平成２１年１０月６日から平成２１年１１月３０日までに

４回の会議を開催し、給食センターの建て替え及び新しい給食センターの運営

について、鋭意検討を重ねています。 

 今回は、諮問事項の（１）「給食センターの建て替えについて」、審議結果の

中間答申をいたします。 

現在の東大和市第一・第二給食センターはいずれも開設から４０年前後経過

し、施設・設備上の課題が多く見受けられます。特に、施設が狭隘であるため、

市民の長年の願いである個々食器の導入が実現できない他、平成２０年学校給

食法改正に伴い法制化された学校給食衛生管理基準へ対応するための各種機器

の設置が困難な状態です。 

これらの課題を解決するために、自校方式やセンター方式、ランチボックス

方式など様々な方式について検討した結果、新たな用地に新しい給食センター

を建設し、引き続き市内の全小中学校に給食を提供することが望ましいとの結

論に至りましたので、別添のとおり中間答申いたします。 
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諮問 １ 給食センターの建て替えについて 

 

（１）現状分析、問題点及び今後の課題 

① 現在の第一・第二給食センターの状況について 

· 現在の第一・第二給食センターはいずれも開設から 40 年前後経過し、施設・

設備上の課題が多い 

· 施設が狭いため、平成 20 年学校給食法改正に伴い法制化された「学校給食衛

生管理基準」への対応が困難であり、職員の努力などで対応しているが、施設・

設備の点で限界がある 

· 施設が狭いため、個々食器の導入が実現できていない 

· 施設が狭いため、調理機器の設置が困難であり、メニューが制限されている 

· 給食センターには、災害時に炊き出しを行う機能が求められているが、耐震化

していない現在の施設では対応が困難となることが懸念される 

② 給食方式について 

· 自校式が理想であるが、全校に設置を完了するまで長期にわたり、かつ設置完

了までに現センターも維持しなくてはならない点が課題である 

③ 建て替えについて 

· 現在地へ建て替えをする場合には、給食停止期間が発生することが課題である 

· 桜が丘市民広場の一部を候補地とすることについて、現在の広場利用者との関

係において課題がある 

 

（２）検討内容及び意見 

① 「学校給食衛生管理基準」に対応した、より安全な給食の実施、個々食器の導入

を早急に実施して欲しい 

② そのためには、実現までに時間のかかる自校式ではなく、新しい給食センターを

建設することで対応することが望ましい 

· 小中学校ともセンター方式による給食を実施すべきである 

· 給食を停止せず続けて出すことが子どもたち・保護者にとって最も重要であ

ることから、現在地への建て替えでなく新しい給食センターで対応すること

が望ましい 

③ 候補地について、課題はあるが他に選択肢がなければ桜が丘市民広場で進めて欲

しい 

④ 平成９年に前の計画が凍結されて以降現在まで、現施設の修繕・備品買い替えを

するだけで、何の手立てもして来なかったことが残念である。新しい給食センタ

ーを建設した場合も、将来を見越した維持管理を計画的に行って欲しい 
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· 新しい給食センターは今後長期間使うものであることから、使い勝手がよく

有効に活用できる、工夫された施設として欲しい 

· 今後の具体的な建設計画について、市民への情報提供を今以上に充実させて

欲しい 

 

（３）結論 

· 給食方式については、自校式が理想的であるが、実現の可能性や早急な課題解

決の必要性、効率的な運営の必要性等から、給食センター方式で全小中学校へ

給食を提供することが望ましい 

· 現在の第一・第二給食センターの建て替えは、用途地域上も敷地面積上も困難

であり、また工事期間中の給食停止期間が発生することから、新しい給食セン

ターは工業地域に新たに用地を求めて建設するのが望ましい 

· 具体的な候補地については、桜が丘市民広場の一部とする現在の案が望ましい

が、より広い用地が確保できればさらに望ましい 

· 現在の給食センターには施設・設備上の課題が多く、市民の長年の願いである

個々食器の導入が実現できない。また最新の「学校給食衛生管理基準」への対

応が困難な状況である。これらの課題を早急に解決して欲しい。そのためには、

給食施設の更新が必要である 
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資 料 

 

１ 東大和市学校給食センター運営委員会・専門部会審議経過 

平成２１年度第２回 東大和市学校給食センター運営委員会 

平成２１年１０月６日（火） 

※教育委員会からの諮問の伝達 

※専門部会の設置について 

第１回 専門部会                 平成２１年１０月６日（火） 

１ 部会長選出 

２ 部会長職務代理者の指名 

第２回 専門部会                   平成２１年１０月２０日（火） 

１ 専門部会の進め方について 

２ 諮問（１）給食センターの建て替えについて 

（１）学校給食計画検討の経緯 

（２）東大和市学校給食の現状と課題 

① 学校給食の法体系 

② 東大和市学校給食の現状 

③ 施設・設備における課題 

④ 第二給食センター見学 

第３回 専門部会                平成２１年１１月１０日（火） 

１ 諮問（１）給食センターの建て替えについて 

（２）東大和市学校給食の現状と課題 （第 2回専門部会つづき） 

⑤ 先進事例ビデオ上映 

⑥ 東大和市学校給食センターについての現状分析、問題点及

び今後の課題 

（３）給食方式の比較 
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第４回 専門部会               平成２１年１１月３０日（月） 

１ 諮問（１）給食センターの建て替えについて 

（３）給食方式の比較（第 3回専門部会つづき）  

２ 東大和市学校給食計画（案）中間報告について 

平成２１年度第３回 東大和市学校給食センター運営委員会 

平成２１年１２月１４日（月） 

※中間報告提出 

 

 

 

 

２ 東大和市学校給食センター運営委員会・専門部会部会員名簿 

 

 氏 名 所 属 

 1   第二小学校長  

 2   第四小学校長  

◎ 3   第四中学校長  

 4   第一小学校ＰＴＡ会長 

 5   第三小学校ＰＴＡ会長 

 6   第五小学校ＰＴＡ会長 

 7   第十小学校保護者と教師の連絡会会長 

○ 8   第二中学校ＰＴＡ会長 

 9   第三中学校ＰＴＡ会長 

◎は部会長、○は部会長職務代理 
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３ 審議に使用した資料（表題のみ） 

 第１回専門部会（10月 6日） 

「学校給食における今後のあり方の再検討について（依頼）」 

       （平成 20年 4月 4日付大企企発第 1号） 

「東大和市学校給食に関する経緯」 

「東大和市学校給食検討委員会報告」（平成 5年 1月） 

「東大和市給食検討委員会報告」（平成 5年 12 月） 

「学校給食単独校方式に伴う施設整備計画に係る報告書」（平成 8年 5月）  

「学校給食のしおり」平成 21年度（東大和市給食センター） 

 

第２回専門部会（10月 20 日） 

「学校給食衛生管理基準」 

「給食方式の比較」 

「小・中あわせたコスト比較」   

「センター方式について」図面（第二センター及び 8000 食モデル） 

「児童・生徒数の推移」 

「他市の状況」 

「修繕費（平成 12年度～20年度）」 

「工事請負費・備品購入費（平成 12年度～20年度）」 

 

第３回専門部会（11月 10 日） 

「スクールランチ方式について」 

 

第４回専門部会（11月 30 日） 

  「中間報告（案）作成シート」（部会長より配布） 

 


